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日
本
医
労
連
は
、
5
月
29
日
、

厚
労
省
内
で
記
者
会
見
し
、
介
護

・
福
祉
職
場
を
対
象
に
実
施
し
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
」

に
関
す
る
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
発
表
し
ま
し
た
。
会
見
は
テ

レ
ビ
朝
日
、
共
同
通
信
、
連
合
通

信
、
弁
護
士
ド
ッ
ト
コ
ム
、
し
ん

ぶ
ん
赤
旗
な
ど
14
社
が
取
材
し
ま

し
た
。

そ
の
日
の
進
行
役
を
務
め
た
米

沢
哲
書
記
次
長
が
「
5
月
26
日
に

『
緊
急
事
態
宣
言
解
除
』
が
出
さ

れ
た
が
、
介
護
・
福
祉
の
現
場
で

は
ま
だ
ま
だ
緊
張
が
強
い
ら
れ

る
。
本
日
の
報
告
は
�
現
場
か
ら

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
�
と
捉
え
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
、
会
見
を
ス
タ
ー
ト
。
森

田
し
の
ぶ
中
央
執
行
委
員
長
も

「
こ
れ
ま
で
医
療
現
場
の
深
刻
な

状
況
を
報
告
し
、
緊
急
支
援
の
必

要
性
を
訴
え
て
き
た
」
「
介
護
・

福
祉
の
職
場
も
状
況
は
同
様
で
、

国
が
責
任
を
持
っ
て
、
介
護
報
酬

の
概
算
払
い
な
ど
事
業
者
へ
の
財

政
支
援
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

「
密
」
さ
け
ら
れ
な
い
現
場
に

�
５
つ
の
不
足
�
が

今
回
発
表
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
は
4
月
24
日
〜
5
月
8
日
の
短

期
間
に
、
日
本
医
労
連
加
盟
の
組

合
の
あ
る
高
齢
者
福
祉
・
障
が
い

福
祉
・
児
童
福
祉
の
事
業
所
を
対

象
に
実
施
。
1
8
9
事
業
所
か
ら

回
答
を
集
約
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
、
介
護
・
福

祉
の
現
場
の
状
況
や
要
求
を
把
握

し
、
国
や
自
治
体
に
必
要
な
対
策

を
要
請
し
て
い
く
こ
と
が
目
的
で

す
。回

答
結
果
を
報
告
し
た
寺
田
雄

中
執
は「
介
護
・
福
祉
の
現
場
は
、

入
浴
・
食
事
・
排
泄
の
3
大
介
護

を
は
じ
め
、
3
つ
の
密
の
回
避
が

難
し
い
環
境
」
「
死
に
直
結
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
が
、
完
全
に
終
息
し

な
い
限
り
、
現
場
で
の
緊
張
は
継

続
す
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
第

2
波
、
第
3
波
の
発
生
に
備
え
る

う
え
で
、
重
要
な
意
見
が
集
約
で

き
ま
し
た
」
と
話
し
、
「
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
は
、
5
つ
の
不
足
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
」
と
結
果
の

特
徴
を
報
告
し
ま
し
た
。

寺
田
中
執
は
「
マ
ス
ク
の
確
保

は
個
人
ま
か
せ
」
「
布
マ
ス
ク
を

手
作
り
し
て
い
る
」
「
1
週
間
以

上
使
い
回
す
」「
サ
ー
ビ
ス
縮
小
、

制
限
に
よ
り
減
収
の
見
込
み
」「
全

事
業
所
に
昨
年
同
様
の
報
酬
補
償

を
」
「
介
護
職
員
に
利
用
者
負
担

に
な
ら
な
い
形
で
介
護
報
酬
に
上

乗
せ
の
危
険
手
当
を
」
「
ケ
ア
マ

ネ
に
、
コ
ロ
ナ
以
前
の
報
酬
補
償

を
」
な
ど
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ

ら
れ
た
記
述
を
そ
の
ま
ま
紹
介
し

な
が
ら
衛
生
物
資
の
不
足
や
体
制

の
不
足
、
補
償
の
不
足
な
ど
5
つ

の
不
足
に
つ
い
て
説
明
し
、
「
物

資
、
財
政
支
援
な
ど
を
国
に
求
め

た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

出
席
し
て
い
た
記
者
か
ら
は
、

「
医
療
・
介
護
職
員
に
慰
労
金
の

支
給
が
あ
っ
て
も
不
足
な
の
か
」

な
ど
質
問
が
続
き
、
注
目
の
高
さ

を
示
す
会
見
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
会
見
に
先
駆
け
、

5
月
14
日
に
は
、
医
労
連
も
参
加

す
る
全
労
連
介
護
・
ヘ
ル
パ
ー
ネ

ッ
ト
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
介

護
崩
壊
阻
止
の
た
め
の
緊
急
厚
労

省
要
請
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

日本医労連は、安全・安心の医療・介護・福祉の実現のため、社
会的に影響力のある組織をめざして組織拡大の取り組みをすすめ、
各加盟組織においてもご奮闘いただいているところです。しかしな
がら、昨年末以降、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴って、毎
月拡大や新人100％加入の取り組みに大きな影響を及ぼしています。
特に、人との接触を回避するため医労連共済や労働組合の説明会な
どの縮小・中止を余儀なくされるなかで、新人100％加入の取り組み
は前年度の6割強という深刻な状況となっています。一方で、この
ような状況の中でも取り組みを工夫しながら新人拡大をすすめてい
る組織があります。また、新型コロナウイルスが蔓延するなかで、
不安を抱えながら医療・介護施設に勤務する多くの労働者の拠り所
として労働組合が役割を果たし、組合加入がすすんだという報告も
入っています。
新型コロナウイルス禍によって医療・介護の提供体制の脆弱性が
明らかになるなかで、医療・介護の労働組合が求められる役割はこ
れまでになく大きくなっており、多くの仲間を組織するチャンスと
なっています。
●新人拡大の取り組み
当面は、大勢の職員を集めての組合説明会は困難な状況です。しか
し、大変な状況の中で勤務する新入職員の多くは不安を抱えており、
いつでも相談できる労働組合の存在を必要としています。新入職員
の氏名・配属先を明らかにし、職場での声掛けをすすめましょう。
●一人ひとりとの対話による拡大
一人ひとりの職員と対話することで、より詳しく労働組合の重要
性や医労連共済のメリットを伝えることができます。組合拡大の対
話目標を掲げ、職場での声掛けをすすめましょう。
●加入グッズの活用
医労連では、新歓グッズとしてボールペンとクリアファイルを作
成して取り組みを促進してきました。これらのグッズを、新卒以外
の職員の加入促進グッズとして活用することとします。グッズを活
用して取り組みをさらに広げていきましょう。
●医労連共済の活用
医労連共済では、新型コロナウイルス罹患による休業は「不慮の
事故」扱いとなるため、格段の給付を受けることができます。

現在、新型コロナウイルス感染症の広がりは、一定程度、抑えら
れつつあります。しかし、医療や介護、福祉の現場は引き続き厳重
な対策が求められます。また、第2波、第3波に備えた医療・介護
の提供体制を早急に確立しなければ医療崩壊・介護崩壊も起きかね
ません。世論を動かし、政策を転換させることができるのは、医療
・介護・福祉の現場ではたらく私たち労働者です。職場が大変な今
だからこそ、労働組合の存在をアピールし、組織拡大を大きくすす
めましょう。 以上

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

へ
の
対
応
が
長
引
く
な
か

で
多
く
の
病
院
・
事
業
所
の

経
営
が
切
迫
し
た
状
況
に

あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
政

府
・
厚
労
省
の
社
会
保
障
抑

制
策
に
よ
っ
て
、
脆
弱
な
医

療
・
介
護
提
供
体
制
、
保
健

衛
生
行
政
、
そ
し
て
医
師
・

看
護
師
・
介
護
職
員
の
慢
性

的
な
人
手
不
足
と
低
賃
金

と
過
酷
な
労
働
を
放
置
し

て
き
た
こ
と
が
問
題
で
す
。

京
都
医
労
連
で
は
、
ベ
ッ
ド

削
減
計
画
を
見
直
し
、
縮
小

さ
れ
た
感
染
症
病
床
や
保

健
所
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
、

医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
員

を
増
や
し
、
医
療
・
介
護
を

充
実
す
る
こ
と
、
「
医
療
・

介
護
崩
壊
」
を
食
い
止
め
る

た
め
の
大
規
模
な
財
政
支

援
な
ど
を
求
め
、
ネ
ッ
ト
署

名
を
始
め
て
い
ま
す
。
賛
同

を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

ネット署名のご協力は
こちらからお願いします

安
倍
政
権
は
5

月
25
日
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
緊
急

事
態
宣
言
を
全
国

で
解
除
し
ま
し

た
。
感
染
状
況
の

変
化
な
ど
を
分
析
・
評
価
し
、「
総

合
的
に
判
断
」
し
た
も
の
で
す
。

し
か
し
感
染
は
完
全
に
収
ま
っ
て

お
ら
ず
、
次
の
感
染
の
波
が
い
つ

ど
の
よ
う
に
起
き
る
か
予
断
を
許

し
ま
せ
ん
。
安
倍
政
権
は
、
こ
れ

ま
で
の
対
策
が
極
め
て
不
十
分
で

後
手
後
手
だ
っ
た
こ
と
を
反
省

し
、
医
療
体
制
の
抜
本
的
拡
充
な

ど
に
真
剣
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
▼
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

で
、
イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン
な
ど

「
先
進
国
」
と
言
わ
れ
る
国
で
医

療
崩
壊
が
起
き
ま
し
た
。
緊
縮
財

政
政
策
に
よ
る
公
的
医
療
の
弱
体

化
が
原
因
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い

ま
す
▼
一
時
は
崩
壊
寸
前
に
陥
っ

た
日
本
の
医
療
体
制
は
、
コ
ロ
ナ

の
感
染
拡
大
以
前
か
ら
崩
壊
寸
前

で
し
た
。
全
国
医
師
ユ
ニ
オ
ン
の

「
勤
務
医
労
働
実
態
調
査
2
0
1

7
」
に
よ
れ
ば
、
宿
直
明
け
の
連

続
勤
務
に
よ
っ
て
8
割
の
医
師
が

集
中
力
・
判
断
力
が
低
下
し
た
と

答
え
、
7
割
が
診
療
上
の
ミ
ス
が

増
加
し
た
と
答
え
て
い
ま
す
。
私

た
ち
が
取
り
組
ん
だ
「
2
0
1
7

年
看
護
職
員
の
労
働
実
態
調
査
結

果
」
で
は
、
「
離
職
し
た
い
」
と

考
え
て
い
る
看
護
職
員
は
75
％
に

も
の
ぼ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
集
中

治
療
室
）
の
人
口
10
万
人
あ
た
り

の
病
床
数
は
イ
タ
リ
ア
の
半
分
に

届
き
ま
せ
ん
▼
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
で
世
界
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議

論
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
命
と
暮

ら
し
を
守
る
社
会
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
変
革
に
向
け
て
何
が
必
要

か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

京都
国
の
補
償
で
医
療
・
介
護
ま
も
れ

りません

国の補償で医療・介護まもれ国の補償で医療・介護まもれ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト

知って
ほしい
知って
ほしい

介
護
現
場
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
Ｏ
Ｓ

介
護
現
場
の

足情報情報

京都京都

補償補償

設備設備

第
７０
回
定
期
大
会
に
向
け
た
組
織
拡
大
ア
ピ
ー
ル

衛生物資衛生物資

新
型
コ
ロ
ナ
不
安
の
今
こ
そ
、労
働
組
合
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
！

体制体制

２
０
２
０
年
５
月
／
日
本
医
労
連
組
織
共
闘
局

介護現場は介護現場はは
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介護を良くする
アクション月間
介護を良くする
アクション月間

宮
城

5
月
21
日
、
宮
城
県
医
労
連

は
宮
城
県
に
要
請
書
を
提
出
。

県
内
病
院
に
緊
急
実
態
調
査
を

実
施
し
、
記
者
会
見
を
行
い
ま

し
た
。
財
政
補
償
に
関
す
る
調

査
項
目
に
は
「
日
本
の
医
療
全

体
を
守
る
た
め
全
て
の
医
療
機

関
へ
補
償
を
希
望
す
る
」
「
精

神
疾
患
を
も
つ
患
者
こ
そ
過
剰

な
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
理
解

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
も
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
早
急
な
財
政

支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
元
の
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
で

は
「
回
答
の
あ
っ
た
24
の
医
療

機
関
の
ほ
ぼ
全
て
で
収
入
が
3

分
の
1
に
な
る
等
の
大
幅
な
減

収
と
感
染
対
策
の
費
用
が
か
さ

み
経
営
を
圧
迫
」
と
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
東
北
で
一
番
の
購
読

数
を
誇
る
新
聞
の
一
面
で
は
、

日
本
医
労
連
の
実
態
調
査
の
結

果
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
医
療
従

事
者
へ
の
差
別
や
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
実
態
が
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
小
玉
高
弘
書
記
長
は
「
回

答
は
氷
山
の
一
角
。
不
快
な
思

い
を
し
て
い
る
人
は
少
な
く
な

い
」と
取
材
に
応
じ
て
い
ま
す
。

大
阪

5
月
20
日
、大
阪
医
労
連
は
、

医
療
・
介
護
系
の
経
営
者
と
そ

こ
で
働
く
労
働
者
1
2
0
人
か

ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
記

者
会
見
を
実
施
。
新
型
コ
ロ
ナ

に
対
応
す
る
医
療
・
介
護
現
場

の
実
情
、
減
収
に
よ
る
経
営
難

・
倒
産
懸
念
な
ど
を
訴
え
ま
し

た
。
前
原
嘉
人
書
記
長
は
「
非

常
時
に
余
裕
を
持
っ
て
対
応
で

き
る
体
制
が
必
要
な
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
」
と
話
し
、
提

供
体
制
の
拡
充
の
必
要
性
を
訴

え
ま
し
た
。
調
査
結
果
は
、
関

西
テ
レ
ビ
と
テ
レ
ビ
大
阪
の
夕

方
の
ニ
ュ
ー
ス
の
中
で
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
阪
医
労
連
は
3
月
17
日
、

大
阪
府
に
対
し
要
請
書
を
提
出

し
て
い
ま
す
。

和
歌
山

5
月
22
日
、
和
歌
山

県
医
労
連
な
ど
は
、
和

歌
山
県
に
要
請
書
を
提

出
。
県
内
医
療
機
関
か

ら
、
手
記
の
形
で
現
場

の
実
態
調
査
を
行
い
、

県
庁
で
記
者
会
見
を
実

施
し
ま
し
た
。

長
谷
英
史
執
行
委
員

長
は
「
患
者
を
守
る
た

め
に
頑
張
っ
て
い
る
医
療
従
事

者
が
、
風
評
被
害
を
受
け
る
の

は
お
か
し
い
」
と
訴
え
、
佐
藤

英
明
書
記
長
は
「
こ
れ
か
ら
第

2
、
第
3
の
波
が
来
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
準
備
が
大
事
。
検

査
態
勢
の
拡
充
な
ど
、
今
後
も

県
に
要
望
し
た
い
」
と
取
材
に

応
じ
ま
し
た
。
県
要
請
は
3
月

以
降
こ
れ
で
4
回
目
。

京
都

5
月
20
日
、京
都
医
労
連
は
、

京
都
府
に
要
請
書
を
提
出
。

参
加
者
は
「
感
染
対
策
病
院

で
は
な
い
の
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

患
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
現

場
は
大
変
。
新
型
コ
ロ
ナ
患
者

に
関
わ
る
職
員
だ
け
で
は
な

い
。
み
ん
な
が
大
変
に
な
っ
て

い
る
」
「
健
診
セ
ン
タ
ー
は
緊

急
事
態
宣
言
後
か
ら
セ
ン
タ
ー

を
閉
め
て
い
る
。
こ
れ
以
上
続

く
と
廃
業
し
な
い
と
い
け
な

い
」
「
通
所
は
集
団
感

染
の
リ
ス
ク
が
あ
る
か

ら
や
め
て
い
る
」
「
看

護
学
校
は
授
業
が
始
ま

っ
て
い
な
い
。
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
す
る
に
も
、

デ
バ
イ
ス
に
費
用
が
か

か
る
。
看
護
師
確
保
に

も
影
響
が
…
」
「
昨
年
よ
り
一

時
金
が
削
減
し
た
病
院
も
あ

る
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
保
て

な
い
。
退
職
が
続
く
か
も
」
な

ど
切
実
な
現
場
の
実
態
を
訴
え

ま
し
た
。

全
労
連
と
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会

な
ど
は
6
月
4
日
、
20
夏
季
闘
争
6

・
4
全
国
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

衆
院
第
1
議
員
会
館
で
は
、
コ
ロ

ナ
感
染
に
か
か
わ
る
対
政
府
要
請
行

動
と
、
「
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
の

実
現
を
求
め
る
請
願
署
名
」
の
提
出

行
動
を
行
い
、
単
産
代
表
者
な
ど
80

人
が
参
加
。
最
賃
署
名
11
万
4
3
0

6
筆
を
提
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
渋
谷
駅
前
の
街
頭
宣
伝
で

は
、
川
上
真
理
中
執
が
発
言
。
川
上

中
執
は
、
「
入
院
・
外
来
制
限
や
、

手
術
・
検
査
の
延
期
、
感
染
へ
の
不

安
か
ら
く
る
受
診
控
え
等
に
よ
っ

て
、
多
く
の
医
療
機
関
で
大
幅
な
患

者
減
・
経
営
危
機
に
陥
り
、
そ
の
反

動
が
感
染
リ
ス
ク
と
む
き
あ
い
日
々

奮
闘
し
て
い
る
医
療
従
事
者
の
ボ
ー

ナ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
に
跳
ね
返
っ
て
き

て
い
ま
す
」
と
述
べ
、
医
療
提
供
体

制
維
持
の
た
め
の
さ
ら
な
る
支
援
策

と
、
医
療
・
介
護
、
社
会
保
障
の
充

実
、
医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
員
の

大
幅
増
員
の
必
要
性
な
ど
を
力
強
く

訴
え
ま
し
た
。

石
川

6
月
3
日
、
石
川
県
医
労

連
は
、
金
沢
市
内
の
加
盟
組

合（
済
生
会
金
沢
病
院
労
組
、

松
原
労
組
、
全
医
労
石
川
地

区
、
石
川
民
医
労
）と
共
に
、

県
と
市
に
緊
急
に
要
請
書
を

提
出
。
県
か
ら
は
、
「
4
月

28
日
に
決
定
さ
れ
た
新
型
コ

ロ
ナ
の
補
正
予
算
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
患
者
を
受
け
入
れ

た
病
院
を
対
象
と
し
た
も
の

で
、
予
算
の
枠
の
中
に
な
い

が
、
国
の
第
2
次
補
正
予
算

で
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
」
と
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
は

「
ど
こ
も
患
者
減
な
ど
で
赤

字
と
な
っ
て
い
て
、
夏
の
一

時
金
を
心
配
し
な
が
ら
働
い

て
い
る
」「
介
護
事
業
所
は
、

利
用
者
さ
ん
減
で
、
仕
事
が

増
え
て
い
る
の
に
、
収
入
が

下
が
っ
て
い
る
」
「
名
指
し

さ
れ
た
病
院
の
ベ
ッ
ド
減
ら

し
の
計
画
を
と
め
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

◀
小
玉
高
弘
書
記
長

神
奈
川

5
月
22
日
、
神
奈
川
医
労
連

は
神
奈
川
県
と
県
下
33
市
町
村

に
要
請
書
を
提
出
。
県
内
加
盟

組
織
か
ら
の
報
告
や
電
話
相
談

等
で
寄
せ
ら
れ
た
実
態
を
も
と

に
記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。

特
徴
は
コ
ロ
ナ
感
染
者
に
直

接
携
わ
ら
な
い
病
院
や
施
設
等

で
、
外
来
患
者
の
大
幅
減
、
健

康
診
断
の
中
止
等
で
収
益
が
落

ち
込
み
、
そ
の
結
果
定
期
昇
給

の
凍
結
、
夏
季
一
時
金
の
削
減

等
、
労
働
条
件
の
悪
化
し
て
お

り
、
こ
う
し
た
状
況
か
ら
地
域

医
療
と
介
護
を
支
え
る
労
働
者

の
仕
事
と
生
活
を
守
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

柏
木
哲
哉
書
記
長
は
「
医
療

機
関
が
経
営
難
に
即
座
に
お
ち

い
っ
た
原
因
は
、
昨
年
の
消
費

税
10
％
引
上
げ
、
今
年
4
月
の

診
療
報
酬
実
質
マ
イ
ナ
ス
改
定

な
ど
で
連
続
し
て
打
撃
を
受
け

た
挙
句
に
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
影

響
で
完
全
に
と
ど
め
を
刺
さ
れ

た
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
対
策
で
診
療
報
酬
の
引
上
げ

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
コ
ロ
ナ
に
係
わ
る
限
定
的
な

個
所
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

後
、
第
2
波
、
第
3
波
を
予
測

し
医
療
介
護
全
般
の
引
上
げ
が

必
要
で
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

古
岡
孝
広
執
行
委
員
長
は

「
私
が
務
め
る
医
療
機
関
も
赤

字
金
額
が
急
増
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
は
金
融
機
関
か
ら
借
り

入
れ
て
凌
い
で
き
ま
し
た
が
今

回
は
困
難
な
事
態
で
す
。
借
り

て
も
返
す
計
画
が
立
て
ら
れ
ま

せ
ん
。
今
回
は
返
済
の
心
配
が

な
い
公
的
な
支
援
、
補
償
が
必

要
で
す
」
と
ひ
っ
迫
事
態
を
訴

え
ま
し
た
。
後
日
、
会
見
に
参

加
し
た
記
者
は
、
黒
岩
知
事
の

会
見
の
際
、
県
と
し
て
の
対
応

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
赤
字
収
益

の
病
院
の
実
態
調
査
を
進
め
て

い
く
回
答
を
得
ま
し
た
。

北
海
道
の
国
立
八
雲
病
院
は
、
9

月
1
日
の
機
能
移
転
と
そ
れ
に
伴
う

2
0
0
㎞
以
上
離
れ
た
北
海
道
医
療

セ
ン
タ
ー
等（
札
幌
・
帯
広
・
函
館
）

へ
の
約
2
0
0
人
も
の
患
者
移
送
を

8
月
18
日
〜
21
日
の
4
日
間
で
行
う

と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
機
能
移
転
先
で
あ
る
北

海
道
医
療
セ
ン
タ
ー
、
函
館
病
院
は

じ
め
、
感
染
症
患
者
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
て
い
る
国
立
病
院
で
は
、
機

能
移
転
に
む
け
た
万
全
な
準
備
を
す

す
め
る
環
境
に
な
い
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。

八
雲
病
院
に
入
院
中
の
重
症
心
身

障
害
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
患
者

の
多
く
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
す

れ
ば
重
症
化
リ
ス
ク
が
極
め
て
高

く
、
八
雲
病
院
の
医
療
安
全
管
理
室

が
職
員
に
最
大
限
の
注
意
喚
起
を
発

出
し
て
い
る
状
況
で
す
。
感
染
・
重

症
化
の
リ
ス
ク
が
高
い
患
者
を
安
全

に
長
距
離
移
送
す
る
こ
と
は
極
め
て

困
難
で
す
。

北
海
道
医
労
連
は
、
患
者
と
職
員

の
い
の
ち
を
守
る
た
め
に
も
八
雲
病

院
の
機
能
移
転
及
び
患
者
移
送
の
延

期
を
速
や
か
に
決
定
す
る
よ
う
、
国

立
病
院
機
構
に
求
め
、
緊
急
ネ
ッ
ト

署
名
を
開
始
し
ま
し
た
。

福
岡

5
月
11
日
、
福
岡
県
医
労
連

は
、
県
内
加
盟
組
織
に
実
態
調

査
を
実
施
し
、
福
岡
県
に
要
請

書
を
提
出
。
県
か
ら
は
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
患
者
の

治
療
に
あ
た
っ
て
い
る
医
療
機

関
へ
の
補
助（
1
人
30
万
円
）、

医
療
従
事
者
へ
の
直
接
応
援
金

10
万
円
を
決
定
し
た
。
医
療
介

護
従
事
者
の
皆
様
に
感
謝
と
応

援
の
気
持
ち
を
表
し
、
寄
付
を

募
る
事
を
決
め
た
。
医
療
従
事

者
へ
の
メ
ン
タ
ル
面
の
サ
ポ
ー

ト
は
、
電
話
に
よ
る
相
談
を
5

月
7
日
か
ら
開
始

し
た
」
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
県

医
労
連
は
「
支
援

対
象
と
な
っ
て
い

な
い
医
療
機
関
な

ど
も
感
染
リ
ス
ク

を
抱
え
て
業
務
を

続
け
て
い
る
」
と

訴
え
、
す
べ
て
の

医
療
と
介
護
事
業

所
に
支
援
金
を
交

付
す
る
よ
う
に
求

め
ま
し
た
。

ま
た
、
感
染
リ
ス
ク
に
さ
ら

さ
れ
て
帰
宅
で
き
な
い
医
療
従

事
者
に
宿
泊
施
設
を
整
え
る
こ

と
な
ど
も
要
請
し
ま
し
た
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
場
で
各
県
と
現
場

・
各
事
務
所
を
つ
な
ぎ
要
請

▶
会
見
に
の
ぞ
む

県
医
労
連
の
み
な

さ
ん

ネット署名のご協力は
こちらからお願いします 徳

島
5
月
15
日
、
徳
島
県
医
労
連

は
、
徳
島
県
に
対
し
4
月
30
日

に
提
出
し
た
要
請
書
に
お
い
て

懇
談
。
要
請
で
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会

場
を
設
け
、
鳴
門
病
院
労
組
、

健
生
協
労
組
と
共
に
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
現
場
実
態
と
医
療
従
事

者
と
医
療
機
関
へ
の
支
援
強
化

を
求
め
ま
し
た
。

井
上
純
書
記
長
は
「
検
査
を

増
や
す
こ
と
が
、
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
を
防
ぐ
決
め
手
だ
」
「
平

時
で
も
医
療
機
関
は
パ
ン
ク
寸

前
。
医
療
体
制
の
充
実
を
」
と

訴
え
ま
し
た
。

県
か
ら
は
担
当
職
員
が
12
人

参
加
し
、
衛
生
材
料
の
調
達
と

増
産
体
制
の
強
化
や
物
品
配

布
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
強
化
、

軽
症
・
無
症
状
者
を
隔
離
す
る

民
間
施
設
借
り
上
げ
契
約
、
医

療
従
事
者
に
対
す
る
偏
見
防
止

を
呼
び
か
け
る
知
事
会
見
の
実

施
な
ど
、
尽
力
し
て
き
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
国
の
地
域
医
療

構
想
に
関
し
て
「
土
台
か
ら
見

直
す
よ
う
国
に
強
く
求
め
た

い
」
と
回
答
を
得
ま
し
た
。

広
島

5
月
12
日
「
看
護
の
日
」
、

広
島
県
医
労
連
は
、
県
医
労
連

看
護
闘
争
委
員
を
中
心
に
広
島

市
と
広
島
県
に
要
請
書
を
提

出
。
県
内
加
盟
組
織
に
実
態
調

査
を
実
施
し
、
県
庁
で
記
者
会

見
を
行
い
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
現
場
実

態
や
医
療
物
資
の
確

保
に
加
え
、
新
型
コ

ロ
ナ
受
け
入
れ
病
床

に
対
し
て
空
床
で
あ

っ
て
も
1
床
1
日
で

補
償
を
し
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
こ
と
、
県
の
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
臨
時
予
算
の
中
か
ら
危
険

手
当
や
設
備
環
境
を
整
え
る
財

政
支
援
を
求
め
ま
し
た
。ま
た
、

ひ
ぼ
う
中
傷
へ
の
対
策
と
し

て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
離
職

防
止
対
策
の
強
化
な
ど
に
も
取

り
組
む
よ
う
訴
え
ま
し
た
。

県
医
労
連
女
性
部
で
は
「
医

療
労
働
者
に
マ
ス
ク
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
」の
取
り
組
み
を
行
い
、

マ
ス
ク
と
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

▶
原
正
勝
執
行
委
員
長

東
京
医
労
連
も
参
加
す
る
東
京
医

療
関
連
協
は
、
4
月
28
日
、
東
京
都

知
事
宛
て
に
「
『
医
療
崩
壊
』
を
防

ぐ
た
め
必
要
な
対
策
を
求
め
る
要
請

書
」
を
提
出
。
今
後
の
要
請
・
懇
談

に
あ
た
っ
て
、
東
京
都
に
で
き
う
る

最
大
限
の
対
応
と
、
国
に
対
し
要
請

を
行
う
よ
う
求
め
る
ネ
ッ
ト
署
名
の

取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

要
請
項
目
は
、
「
医
療
機
関
や
介

護
・
福
祉
施
設
へ
、
マ
ス
ク
や
消
毒

液
な
ど
必
要
な
衛
生
材
料
が
行
き
渡

る
よ
う
早
急
な
手
立
て
を
行
う
こ

と
」
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
拡
充
を

急
ぐ
こ
と
」
「
必
要
な
感
染
症
病
床

の
確
保
と
、
協
力
す
る
全
て
の
医
療

機
関
や
介
護
・
福
祉
施
設
が
充
分
な

感
染
症
対
策
を
行
え
る
よ
う
、
公
的

資
金
に
よ
る
財
政
支
援
を
行
う
こ

と
」
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
患
者
に
対
応
し
た
、
ま
た
対

応
す
る
可
能
性
が
高
い
医
療
・
介
護

・
福
祉
従
事
者
一
人
ひ
と
り
に
対
し

て
、
危
険
手
当
を
日
額
一
律
4
千
円

支
給
す
る
こ
と
」
「
公
立
・
公
的
病

院
等
の
再
編
統
合
計
画
を
中
止
し
、

地
域
の
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
た
感

染
症
病
床
を
含
む
病
床
の
確
保
と
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
措
置
の
要
請
を

国
に
行
う
こ
と
」
な
ど
、
17
項
目
で

す
。
（
一
部
要
約
）
。

日
本
医
労
連
は
、
全
労
連
介
護

・
ヘ
ル
パ
ー
ネ
ッ
ト
に
結
集
し
て
、

毎
年
5
月
と
11
月
に
「
介
護
を
良

く
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
月
間
」
（
以

下
、
介
護
ア
ク
シ
ョ
ン
）
に
取
り

組
み
、
宣
伝
行
動
や
自
治
体
要
請

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
5

月
の
「
介
護
ア
ク
シ
ョ
ン
」
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を

呼
び
掛
け
、
全
国
で
広
が
り
を
み

せ
ま
し
た
。
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
で

は
、
現
場
か
ら
発
信
さ
れ
た
真
実

が
世
論
に
拡
散
さ
れ
、
大
き
な
反

響
が
巻
き
起
き
て
い
ま
す
。

介
護
署
名
提
出
行
動

こ
の
間
、
中
央
社
保
協
、
全
日

本
民
医
連
、
全
労
連
の
三
者
で
取

り
組
ん
で
き
た
「
介
護
保
険
の
抜

本
改
善
を
求
め
る
請
願
署
名
」（
以

下
、
介
護
署
名
）
の
集
約
も
継
続

し
て
す
す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

5
月
27
日
に
は
、
介
護
ア
ク
シ

ョ
ン
の
取
り
組
み
と
し
て
、
【
介

護
保
険
の
抜
本
的
改
善
を
！
社
会

保
障
は
国
の
責
任
で
！
】
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
社
会
保
障
署
名

と
合
同
で
介
護
署
名
の
提
出
行
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
さ
れ
た
直
後
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
例
年
の
規
模
を
縮
小

し
て「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」

「
21
・
老
福
連
」「
全
労
連
」「
全

日
本
民
医
連
」
「
中
央
社
保
協
」

「
年
金
者
組
合
」
「
日
本
高
齢
期

運
動
連
絡
会
」
か
ら
の
代
表
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
声
は
確
か
な
力

署
名
提
出
時
に
は
、
国
会
の
本

会
議
開
催
期
間
中
に
も
関
わ
ら

ず
、
衆
議
院
か
ら
宮
本
徹
議
員
、

岡
本
あ
き
子
議
員
、
参
議
院
か
ら

は
倉
林
明
子
議
員
、
芳
賀
道
也
議

員
が
駆
け
付
け
ま
し
た
。

各
議
員
か
ら
は
、
「
現
場
の
声

が
確
実
に
世
論
を
動
か
す
力
に
な

っ
て
い
る
」
「
声
を
政
策
に
反
映

さ
せ
る
」
な
ど
、
私
た
ち
の
す
す

め
て
き
た
運
動
や
発
信
が�
確
信
�

に
変
わ
る
挨
拶
と
、
�
国
の
責
任

で
介
護
制
度
の
改
善
を
追
及
す

る
�
力
強
い
決
意
が
述
べ
ら
れ
、

集
約
し
た
介
護
署
名
3
万
3
3
1

4
筆
な
ど
を
受
け
取
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
介
護
署
名
は
5
月
27

日
ま
で
に
累
計
22
万
1
8
9
2
筆

集
約
、
20
名
の
国
会
議
員
に
紹
介

議
員
の
応
諾
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

「
介
護
ア
ク
シ
ョ
ン
」
は
、
6

月
末
ま
で
期
間
を
延
長
し
て
取
り

組
み
ま
す
。
国
会
内
や
マ
ス
コ
ミ

か
ら
も
介
護
現
場
の
実
態
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
宣
伝
行
動
や
要

請
行
動
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
な
ど

の
取
り
組
み
を
引
き
続
き
お
願
い

し
ま
す
。

＃
介
護
現
場
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

今
年
度
の
「
夜
勤
改
善
・
大
幅

増
員
署
名
」
の
集
約
数
は
17
万
7

7
8
9
筆
（
6
月
10
日
時
点
）
で

し
た
。

日
本
医
労
連
本
部
は
、
6
月
2

日
、
3
月
の
国
会
議
員
要
請
行
動

以
降
に
増
え
た
紹
介
議
員
な
ど

に
、
現
場
の
声
を
伝
え
、
署
名
を

渡
し
て
き
ま
し
た
。
多
く
が
議
員

秘
書
に
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
た
ま
た
ま
お
会
い
で
き
た
立

憲
民
主
党
の
横
光
克
彦
議
員
（
比

例
・
九
州
）
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
と
向
き
合
い
、
現
場
で
大
変
な

思
い
を
し
な
が
ら
医
療
を
支
え
て

い
る
医
療
従
事
者
へ
の
エ
ー
ル

と
、
労
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ネット署名のご協力は
こちらからお願いします

全国で奮闘する介護
現場のなかまたち
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「
介
護
ア
ク
シ
ョ
ン
」取
り
組
み
延
長
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「「
夜夜
勤勤
改改
善善
・・
大大
幅幅
増増

員員
署署
名名
」」国国
会会
にに
提提
出出
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国立八雲病院の機能移転
の延期を求める緊急ネット
署名 ―――――――北海道医労連

国立八雲病院の機能移転
の延期を求める緊急ネット
署名 ―――――――北海道医労連

東京都へ「医療崩壊」を防ぐ
ために必要な対策を求める
ネット署名――東京医療関連協

東京都へ「医療崩壊」を防ぐ
ために必要な対策を求める
ネット署名――東京医療関連協

コロナ対策・全国一律最賃
1500円求め全国で行動
コロナ対策・全国一律最賃
1500円求め全国で行動
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日
本
医
労
連
規
約
第
10
条
は
「
大
会
は

…
毎
年
1
回
7
月
に
ひ
ら
く
…
」
と
規
定

し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を

受
け
て
発
せ
ら
れ
た
「
非
常
事
態
宣
言
」

も
全
地
域
で
解
除
さ
れ
た
も
の
の
、
す
で

に
第
2
波
の
感
染
拡
大
の
予
兆
も
現
れ
て

き
て
い
ま
す
。

日
本
医
労
連
中
央
執
行
委
員
会
は
、
こ

う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
今
年
の
第
70
回

定
期
大
会
の
開
催
に
つ
い
て
検
討
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
国
か
ら
一
同
に

会
し
て
宿
泊
を
伴
う
大
会
を
平
常
通
り
開

催
す
る
こ
と
は
困
難
と
判
断
せ
ざ
る
を
得

ず
、
「
Ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
し
た
短
時
間
で
の

開
催
が
最
善
。
直
接
無
記
名
投
票
が
必
須

と
な
る
産
別
ス
ト
権
投
票
、
次
年
度
役
員

選
挙
は
二
重
封
筒
に
よ
る
郵
送
投
票
と
す

る
」
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。
日
本
労

働
弁
護
団
が
発
行
す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
問
題
対
応
―
労
働
組
合
向
け
Ｑ
＆

Ａ
」
の
「
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
必
要

や
む
を
得
な
い
合
理
的
理
由
に
基
づ
く
組

合
規
約
の
例
外
的
運
用
は
許
容
さ
れ
る
」

と
の
見
解
や
加
盟
組
織
か
ら
の
意
見
も
踏

ま
え
て
慎
重
に
検
討
し
た
判
断
で
す
。

こ
う
し
た
判
断
を
し
た
主
な
理
由
は
、

①
感
染
拡
大
の
第
2
波
、
第
3
波
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
営
業
自
粛
や
県
内
外
の
移
動

自
粛
、
い
わ
ゆ
る「
3
密
」を
避
け
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
、
全
国
的
に
も
終
息
の
メ
ド

・
展
望
が
い
ま
だ
見
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

②
7
月
に
予
定
し
て
い
た
「
第
70
回
定
期

大
会
」も
あ
と
2
か
月
先
と
は
い
え
、と
り

わ
け
医
療
・
介
護
の
現
場
事
情
を
加
味
す

れ
ば
、
全
国
か
ら
一
同
に
会
し
、且
つ
、
宿

泊
を
伴
う
様
な
通
常
の
開
催
形
態
と
す
る

こ
と
は
困
難
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
「
延
期
」
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
や
不
安
が

少
な
く
な
り
、
平
時
通
り
開
催
で
き
る
時

期
も
見
通
せ
な
い
。

③
日
本
医
労
連
規
約
上
の
問
題
に
関
し
て

は
、日
本
労
働
弁
護
団
の「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
問
題
対
応

労
働
組
合
向
け
Ｑ
＆

Ａ
」で
は
、「
こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、

組
合
民
主
主
義
の
基
本
で
あ
る
組
合
規
約

の
遵
守
は
必
要
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
流
行
は
、
組
合
規
約
の
想
定
外

の
事
態
で
あ
り
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

の
必
要
や
む
を
得
な
い
合
理
的
理
由
に
基

づ
く
組
合
規
約
の
例
外
的
運
用
は
許
容
さ

れ
る
」
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

④
以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
結

果
と
し
て
、
非
常
事
態
下
で
あ
る
た
め
規

約
・
規
定
を
完
全
に
遵
守
で
き
な
い
が
、

そ
れ
で
も
可
能
な
限
り
組
合
民
主
主
義
を

確
保
す
る
と
い
う
視
点
に
た
つ
と
同
時

に
、
一
同
に
は
会
せ
な
い
が
「
全
加
盟
組

織
が
つ
な
が
る
」
こ
と
を
重
視
し
て
「
Ｗ

ｅ
ｂ
を
活
用
し
た
開
催
」
と
す
る
。
と
い

う
も
の
で
す
。

Ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
し
た
開
催
に
よ
っ
て
、

様
々
な
工
夫
が
必
要
と
な
り
、
制
限
も
伴

い
ま
す
。
例
え
ば
、
代
議
員
に
つ
い
て
は

「
①
各
加
盟
組
織
は
事
前
に
代
議
員
を
選

出
し
、
代
議
員
氏
名
を
日
本
医
労
連
に
登

録
す
る
。
②
各
加
盟
組
織
は
選
出
し
た
代

議
員
の
中
か
ら
、
当
日
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
参
加

す
る
1
名
を
代
表
選
出
し
、
他
の
代
議
員

は
そ
の
代
表
者
に
、
全
権
を
委
任
し
、
委

任
状
を
日
本
医
労
連
に
提
出
す
る
」
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
直
接
無
記
名
投
票
が

必
須
と
な
る
「
産
別
ス
ト
権
投
票
」
「
次

年
度
役
員
選
挙
」
は
全
代
議
員
か
ら
の
二

重
封
筒
に
よ
る
郵
送
投
票
と
な
り
ま
す
。

討
論
・
発
言
に
つ
い
て
は
、
ど
う
し
て

も
時
間
的
な
制
約
を
も
う
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
大
会
当
日
は
90
分
程
度
の
討

論
時
間
は
確
保
し
ま
す
が
、
「
文
書
に
よ

る
発
言
」
を
原
則
と
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
す
る
と
い
う

「
組
合
規
約
の
想
定
外
の
事
態
」（
労
働
弁

護
団
『
Ｑ
＆
Ａ
』
）
で
あ
る
こ
と
を
ご
理

解
く
だ
さ
い
。
詳
細
は「
大
会
公
示
」「
選

挙
公
示
」「
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
解

説
」
を
参
照

く
だ
さ
い
。

日本医労連規約第10条、第11条にもとづき第70回
定期大会の開催を下記の通り公示します。

記
1．開催日時

2020年7月28日（火）13時～16時半
2．開催地

メイン会場：日本医療労働会館
ただし、各加盟組織の代議員及び構成員は、
ＺＯＯＭを活用したＷｅｂ会議システムによ
り出席するものとします。

3．大会構成員：規約第13条により大会構成員を次の
とおりとします。
（1）代議員 183名

代議員数の基準は会費納入組合員数による
加盟組織毎の代議員定数は、別添の定数表の
とおり。（略）

（2）特別代議員 青年協・女性協 各1名
（3）役 員 中央執行委員 35名

会計監査委員 3名
（4）選挙管理委員 4名
4．代議員の登録及び委任（略）
5．大会議事
（1）承認事項 ①2019年度会計報告・会計監査報
告、②共済事業報告、③次年度選挙管理委員の選
出、④次年度共済運営員の選出、⑤顧問の委嘱
（2）採決に付す議案
①第1号議案「2020年度運動方針（案）」
②第2号議案「2020年度予算（案）」
（3）投票を要する案件
①秋闘産別スト権投票、②次年度役員選挙

（以下、略）
以上

秋
の
交
流
集
会
は
中
止

毎
年
秋
に
開
催
し
て
い

る
共
済
推
進
全
国
交
流
集

会
は
中
止
し
ま
す
。

制
度
の
周
知
や
共
済
推

進
の
交
流
・
意
思
統
一
に

む
け
て
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の

対
応
が
続
き
、
第
2
、
第

3
の
感
染
の
ヤ
マ
場
も
予

想
さ
れ
、
参
加
者
に
は
現

場
で
働
く
組
合
員
も
多
い

こ
と
か
ら
、
開
催
中
止
を

決
め
ま
し
た
。
運
営
委
員

会
で
は
、
共
済
推
進
の
交

流
、
制
度
見
直
し
の
周
知

や
実
務
学
習
を
行
う
た
め

に
、
医
労
連
地
方
協
ご
と

の
共
済
推
進
交
流
集
会
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

共
済
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
中

共
済
カ
レ
ン
ダ
ー
を
今

年
も
作
成
し
て
い
ま
す
。

「
新
規
加
入
は
毎
月
15
日

締
切
・
翌
月
1
日
効
力
発

生
」
「
給
付
請
求
は
、
毎

月
15
日
ま
で
の
到
着
分
は

月
末
給
付
、
月
末
ま
で
の

到
着
分
は
翌
月
15
日
に
給

付
」
な
ど
、
担
当
者
が
押

さ
え
て
お
き
た
い
毎
月
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
、
医
労

連
の
運
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
と

て
も
便
利
で
す
。
さ
ら
に

月
ご
と
に
お
役
立
ち
情
報

も
掲
載
し
て
お
り
、
チ
ラ

シ
に
も
使
え
る
内
容
が
満

載
で
す
。
6
月
下
旬
発
送

予
定
で
す
。
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

医
療
団
体
連
絡
会
議
（
医

団
連
）
は
5
月
28
日
、
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
に
関
わ
っ
て
、

緊
急
会
見
を
行
い
、
未
曽
有

の
経
営
危
機
の
実
態
と
労
働

者
へ
の
影
響
を
告
発
。ま
た
、

前
年
同
月
実
績
に
よ
る
、
診

療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
概
算

払
い
緊
急
要
請
（
第
2
次
）

を
政
府
宛
に
行
い
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ

れ
た
も
の
の
、
医
療
・
介
護

・
福
祉
の
現
場
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
新
型
コ
ロ
ナ
）
が
死
に
直

結
す
る
感
染
症
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
完
全
に
終
息
し
な
い

限
り
、
緊
張
は
変
わ
ら
な
い

ま
ま
継
続
し
ま
す
。
第
2
、

第
3
波
、
新
た
な
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
発
生
に
備
え
る
上

で
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
に

携
わ
る
労
働
者
が
現
場
実
態

を
発
信
す
る
こ
と
は
非
常
に

重
要
で
す
。

介
護
・
福
祉
コ
ロ
ナ
調
査

５
つ
の
不
足
が
明
ら
か
に

4
月
後
半
か
ら
5
月
前
半

に
か
け
て
、
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
」
の
影
響
調

査
を
実
施
し
、
5
月
末
に
記

者
発
表
し
ま
し
た
。

調
査
で
は
、
入
浴
・
排
泄

・
食
事
の
3
大
介
護
を
は
じ

め
、
利
用
者
支
援
の
場
面
で

避
け
ら
れ
な
い
濃
厚
接
触

や
、
3
密
が
回
避
で
き
な
い

環
境
が
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。
ど
の
質

問
項
目
に
お
い
て
も
「
衛
生

物
資
」
、
「
体
制
」
、
「
補

償
」
、
「
設
備
」
、
「
情
報
」

の
5
つ
の
不
足
に
辿
り
着
く

回
答
に
な
り
ま
し
た
。

衛
生
物
資
の
不
足

圧
倒
的
多
数
の
事
業
所
で

マ
ス
ク
・
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

類
な
ど
衛
生
資
材
が
圧
倒
的

に
不
足
。
予
防
の
観
点
か
ら

も
、
国
の
責
任
で
介
護
・
福

祉
事
業
所
に
安
定
供
給
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

体
制
の
不
足

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
制
限
や

利
用
控
え
な
ど
が
あ
る
一
方

で
、
密
を
避
け
る
た
め
の
入

浴
介
助
時
間
の
拡
大
や
、
衛

生
業
務
、
家
族
対
応
、
利
用

者
の
精
神
衛
生
保
持
な
ど
、

感
染
予
防
対
策
の
対
応
で
負

荷
が
増
え
、
労
働
者
の
肉
体

と
精
神
の
両
面
に
重
く
の
し

か
か
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

様
な
不
測
の
事
態
に
備
え
、

そ
の
難
局
を
乗
り
越
え
ら
れ

る
だ
け
の
体
制
確
保
が
急
務

に
な
っ
て
い
ま
す
。

補
償
の
不
足

平
時
か
ら
厳
し
い
経
営
状

況
を
強
い
ら
れ
て
い
る
介
護

・
福
祉
事
業
所
。
感
染
予
防

に
伴
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
思
う

よ
う
に
提
供
で
き
ず
、
更
に

厳
し
い
状
況
で
す
。
調
査
内

で
、
利
用
者
の
感
染
が
確
認

さ
れ
た
事
業
所
は
、
そ
の
半

数
以
上
が
事
業
所
を
休
止
さ

せ
て
お
り
、
更
に
厳
し
い
経

営
状
況
を
強
い
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
通

常
運
営
が
可
能
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
事
業
所
の
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
ま
す
。労
働
者
も
、

事
業
所
の
減
収
が
生
活
へ
の

不
安
を
生
じ
さ
せ
て
き
て
い

ま
す
。
感
染
リ
ス
ク
か
ら
張

り
詰
め
た
状
況
が
依
然
と
し

て
続
き
、
そ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
に
持
ち
こ
た
え
ら
れ
な
く

な
る
状
況
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
介
護
・
福
祉
の
崩
壊
に

繋
が
り
か
ね
な
い
状
況
を
回

避
す
る
た
め
に
も
、
直
ち
に

国
が
補
償
を
実
行
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
最
低
で
も
事

業
所
が
前
年
度
得
た
報
酬
の

早
期
補
償
が
必
須
で
す
。

設
備
の
不
足

介
護
・
福
祉
事
業
所
は
、病

院
施
設
で
は
な
い
た
め
感
染

症
に
対
す
る
設
備
を
ほ
と
ん

ど
の
事
業
所
が
備
え
て
い
ま

せ
ん
。
感
染
や
感
染
疑
い
の

利
用
者
が
発
生
し
た
と
き
、

設
備
が
な
い
中
で
も
、
入
院

な
ど
の
受
け
入
れ
先
が
な
い

利
用
者
を
隔
離
し
て
対
応
し

な
く
て
は
な
ら
ず
、
利
用
者

に
と
っ
て
も
労
働
者
に
と
っ

て
も
大
変
酷
な
状
況
で
す
。

情
報
の
不
足

情
報
に
お
い
て
は
、
感
染

予
防
・
発
生
時
の
対
応
、
一

斉
休
校
に
伴
う
人
員
不
足
時

の
対
応
な
ど
、
事
業
所
が
独

自
に
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
面
が
多
く
あ
り
ま

す
。
介
護
・
福
祉
の
職
場
は

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
生
活
を

3
6
5
日
24
時
間
支
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
コ
ロ
ナ

禍
に
対
応
す
る
情
報
は
、
国

や
自
治
体
が
責
任
を
も
っ
て

迅
速
に
発
信
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

第
２
波
・
３
波
に
備
え
て

以
上
の
こ
と
か
ら
、
国
が

責
任
を
も
っ
て
、
「
衛
生
資

材
を
現
場
に
安
定
供
給
す
る

こ
と
」
、
「
危
機
的
状
況
に

耐
え
う
る
人
員
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
」
、
「
事
業
所
の

存
続
と
労
働
者
の
生
活
を
補

償
す
る
こ
と
」、「
正
確
な
情

報
伝
達
を
実
行
す
る
こ
と
」

を
求
め
ま
す
。

寺
田

雄

第
７０
回
定
期
大
会
の

開
催
に
つ
い
て

「概算払い」求める－医団連「概算払い」求める－医団連

日
本
医
労
連

介護・福祉事業所への補償 早急に

医労連共済から2つのお知らせ

日本医労連
第70回定期大会公示

日本医労連
第70回定期大会公示


